
＜段階的高度処理方法導入に関するトップランナー実証実験（H25.10.1～H26.9.30（予定））の概要＞ 実施主体：埼玉県・国土交通省 

１．背景と目的 ２．埼玉県流域下水道管内図 ８．段階的高度処理方法の目標水質 （年間を通しての評価を行う） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
＜基本ﾚﾍﾞﾙ＞  ・年間最大値：BOD≦15mg/L、T-P≦3.0mg/L 

＜ﾁｬﾚﾝｼﾞﾚﾍﾞﾙ＞ ・年間最大値：BOD≦15mg/L、T-P≦3.0mg/L、T-N≦20mg/L 

＜参考＞    ・年間平均値：COD≦10mg/L 

９－１．秋期の評価（実験系列） ９－２．秋期の評価（対照系列） 

 

 

 

 

◆ BOD 目標値を達成。 

◆ 制限曝気により、T-P 目標値を達成。 

◆ 硝化促進運転と脱窒向上運転の導入に伴い、T-N

目標値を達成。 

 

 

 

 

◆ 新河岸川は、BOD 目標値は未達成。中川は、BOD

目標値を達成。 

◆ 制限曝気により、T-P 目標値を達成。 

◆ 新河岸川（硝化促進型）は、T-N 目標値を達成。

中川（硝化抑制型）は、T-N 目標値は未達成。 

３．実証実験実施施設の概要 ４．既存施設を活用した運転管理の工夫の方法 １０．最終沈殿池流出水の経日変化 

～新河岸川水循環センター～ 

・排除方式：分流式（一部合流式） 

・現有施設能力：705,000ｍ3/日 

・計画日最大汚水量：824,360ｍ3/日 

～中川水循環センター～ 

・排除方式：分流式 

・現有施設能力：549,500ｍ3/日 

・計画日最大汚水量：697,030ｍ3/日 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜新河岸川水循環センター＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜中川水循環センター＞ 

５．実証実験実施施設と処理方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

６．段階的高度処理方法の評価項目 ７．水質向上を目指すための運転条件 

① 段階的高度処理性能（BOD、T-N、T-P)の実証 

② 段階的高度処理方法に最適な運転方法（MLSS、DO

等）の探索 

③ 段階的高度処理方法の導入に伴う消費電力量増

加（送風機、返送汚泥ポンプ）の把握 

④ 段階的高度処理方法の導入に伴う汚泥性状への

影響（沈降性、濃縮性、脱水性）の把握 

 

 

 

 

◆ りん除去を安定させるために、「制限曝気を導入」

◆ 硝化促進のために、「送風倍率，MLSS 濃度を UP」

◆ 脱窒を向上させるために、「汚泥返送率を UP」 

１１．今後の実証実験において必要となる運転の工夫とその他の課題 

＜運転の工夫＞   ◆ 冬期（低水温期）の硝化の安定 

          ◆ 春期～夏期（梅雨、台風）における、りん除去の安定 

          ◆ 工事など、外乱因子による影響の緩和 

＜その他の課題＞  ◆ 段階的高度処理方法の導入に伴う、増加処理コストの検証 

          ◆ 段階的高度処理方法の導入に伴う、汚泥処理性状への影響の検証 

資料１－３－２

 東京湾の早期水質改善のために、東京湾流域
内の下水処理場における高度処理化を実施し、
東京湾に流入する負荷量の削減が急務。 

 耐用年数の問題等から施設の全面的な改築が
当面の間見込めない処理場であっても、早期に
導入可能な処理方法を採用することにより、処
理水質を段階的にでも向上すること（段階的高
度処理）が重要。 

 東京湾に面していないが、処理水量の大きい
埼玉県の処理場において、既存施設を活用した
運転管理の工夫による実証実験をトップランナ
ーで実施。 

評価項目 新河岸川 中川 備考

（H25年10月～12月） 評価値 実証値 評価 評価値 実証値 評価

流入水量（評価2の条件） 設計値の約125％以上が流入 設計値の約115％以上が流入

BOD（基本） ｍｇ/L 15 12.7 達成 15 4.8 達成 日最大

T-P（基本） ｍｇ/L 3.0 2.1 達成 3.0 0.6 達成 日最大

T-N（ﾁｬﾚﾝｼﾞ） ｍｇ/L 20 13.9 達成 20 14.0 達成 日最大

COD（参考） ｍｇ/L 10 8.0 達成 10 10.2
僅かに
未達成 日平均

処
理
性
能

評価項目 新河岸川 中川 備考

（H25年10月～12月） 評価値 実証値 評価 評価値 実証値 評価

流入水量（評価2の条件） 設計値の約120％以上が流入 設計値の約120％以上が流入

BOD（基本） ｍｇ/L 15 17.2 未達成 15 4.9 達成 日最大

T-P（基本） ｍｇ/L 3.0 1.9 達成 3.0 1.3 達成 日最大

T-N（ﾁｬﾚﾝｼﾞ） ｍｇ/L 20 15.4 達成 20 28 未達成 日最大

COD（参考） ｍｇ/L 10 8.7 達成 10 13.6 未達成 日平均

処
理
性
能

＜対照系列＞ 
原則、硝化促進型だが、冬期に硝化が不十分となる傾向 

＜実験系列＞ 
年間を通した硝化促進型 

【水処理】 
・1～4系：標準法  ・5 系：凝集剤添加循環法+急速ろ過 

【汚泥処理】 
・濃縮⇒脱水⇒焼却 

＜対照系列＞ 
年間を通した硝化抑制型 

＜実験系列＞
年間を通した硝化促進型 

【水処理】 
・1～6系：標準法  ・7～8 系：凝集剤添加循環法+急速ろ過

【汚泥処理】 
・濃縮⇒脱水⇒焼却 

新河岸川 中川

実験系列 対照系列 実験系列 対照系列

汚泥返送率 約50％ 約35％ 約45％ 約30％

MLSS濃度 約1,500mg/L以上 約1,500mg/L 約1,500mg/L以上 約1,300mg/L

DO濃度 0.5～1.0mg/Lを確保 同左 0.5～1.0mg/Lを確保 硝化抑制運転

制限曝気領域 反応ﾀﾝｸの1/4区画（隔壁で区分） 1/4区画の前半部のみ

注1）実験系列は、硝化の進行状況に合わせて、11月中旬に送風倍率をUPさせている
　　・新河岸川：4.0倍⇒4.5倍　　・中川：4.5倍⇒5.0倍

終沈流出水（BOD）
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実験系列 対照系列 基本目標

←11/10より、送風倍率を約4.5倍にUP

H25秋期 H25冬期 H26春期 H26夏期

・ 硝化の進行状況により、BOD が変
動している。 

・ 実験系は、送風倍率 UP により、BOD
の上昇を抑制出来ている。 

終沈流出水（T-N）

0

5

10

15

20

25

H
2
5
.
1
0
.
1

H
2
5
.
1
0
.
3
1

H
2
5
.
1
1
.
3
0

H
2
5
.
1
2
.
3
0

H
2
6
.
1
.
2
9

H
2
6
.
2
.
2
8

H
2
6
.
3
.
3
0

H
2
6
.
4
.
2
9

H
2
6
.
5
.
2
9

H
2
6
.
6
.
2
8

H
2
6
.
7
.
2
8

H
2
6
.
8
.
2
7

H
2
6
.
9
.
2
6

終
沈

流
出
水

T
-
N
（

m
g
/
L）

実験系列 対照系列 チャレンジ目標

H25秋期 H25冬期 H26春期 H26夏期

←11/10より、送風倍率を約4.5倍にUP

・ 返送率が、「実験系：50％」「対照
系：35％」と異なるため、対照系
は目標値に対して余裕が少ない。 

終沈流出水（T-P）
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実験系列 対照系列 基本目標

H25秋期 H25冬期 H26春期 H26夏期

←11/10より、送風倍率を約4.5倍にUP

・ 制限曝気により、反応槽前半部を
嫌気的な状態に保てているため、
りん除去が可能となっている。 

終沈流出水（BOD）
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実験系列 対照系列 基本目標

H25秋期 H25冬期 H26春期 H26夏期

←11/14より、送風倍率を約5.0倍にUP

終沈流出水（T-N）
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実験系列 対照系列 チャレンジ目標

H25秋期
H25冬期 H26春期 H26夏期

←11/14より、送風倍率を約5.0倍にUP

終沈流出水（T-P）
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実験系列 対照系列 基本目標

H25秋期 H25冬期 H26春期 H26夏期

←11/14より、送風倍率を約5.0倍にUP

・ 制限曝気により、反応槽前半部を
嫌気的な状態に保てているため、
りん除去が可能となっている。 

・ 対照系（硝化抑制型）は、目標値
を未達成。硝化促進（MLSS 高濃度）
の有無の差が表れている。 

・ 実験系（硝化促進型）と対照系（硝
化抑制型）で、BOD 濃度に違いは
ない。

最終
沈殿池

余剰汚泥

嫌気タンク

段階的高度処理方法

終沈
流出水

反応タンク
流入水

有機物の除去，硝化
※2

※2：硝化促進運転を実施することで、一
定の窒素の除去も可能となる

好気タンク 好気タンク 好気タンク

送風機

りんの高含有率化
※1※1：嫌気タンクを設け、りんの過剰摂取現

象を利用した、生物学的りん除去

＜期待する効果＞

：段階的高度処理で行う、運転管理の工夫

① 荒川水循環センター ② 元荒川水循環センター ③ 新河岸川水循環センター

④ 新河岸川上流水循環センター ⑤ 中川水循環センター ⑥ 古利根川水循環センター

⑦ 荒川上流水循環センター ⑧ 市野川水循環センター ⑨ 小山川水循環センター


